
受
診
ま
で：

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
か
ど
う
か
調
べ
る

検
査
ま
で
の
準
備

検
査

の
日

は
、

以
下

の
情

報
が

手
元

に
あ

る
と

便
利
で
す
。

前
も
っ
て
書
き
出
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

質
問
さ
れ
る
項
目

• 
ど
の
様
な
症
状
に
気
づ
き
ま
し
た
か
？

• 
最
初
に
症
状
が
表
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

• 
症

状
は

時
間

経
過

と
共

に
ど

う
変

化
し

ま
し

た
か
？

• 
他
に
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
す
か
？

• 
現

在
服

用
し

て
い

る
薬

（
処

方
薬

や
薬

局
で

手
に
入
る
薬
）
は

何
で
す
か
？

• 
現

在
使

っ
て

い
る

漢
方

及
び

、
又

は
栄

養
補

助
食
品
は
何
で
す

か
？

• 
家

族
に

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

や
精

神
病

を
患

っ
た
人
は
い
ま
す

か
？

質
問
し
た
い
項
目

• 
ど
ん
な
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
か
？

• 
検
査
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

• 
検

査
に

要
す

る
時

間
は

ど
れ

く
ら

い
で

す

か
？

• 
結

果
を

聞
く

ま
で

ど
れ

ほ
ど

時
間

が
か

か
り

ま
す
か
？

• 
結

果
は

ど
の

様
に

伝
え

ら
れ

ま
す

か
？

誰
が

立
ち
会
い
ま
す
か

？

家
族
の
役
割

問
題

を
抱

え
て

い
る

本
人

自
身

が
病

院
へ

行

く
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
れ

以
外

の
場

合
、

家
族

が
医

師
に

問
題

を
伝

え
る

必
要

が

あ
り
ま
す
。

家
族
が
で
き
る
こ
と

• 
本
人
の
た
め
に
予
約
を
取
る

• 
交
通
手
段
の
手
助
け

• 
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
家
族
で
読
む

• 
予
約
、
検
査
に
付
き
添
う

• 
初
診
に
必
要
な
情
報
収
集
の
準
備
を
手
伝
う

• 
本

人
に

と
っ

て
不

安
に

な
る

時
期

で
あ

る
事

を
理
解
し
、
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

• 
診

断
に

到
達

す
る

た
め

に
は

時
間

を
要

す
る

こ
と
を
理
解
し
、
長
い
目
で
見
守
る

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
ら

質
問
し
た
い
項
目

• 
診
断
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
か
？

• 
こ

の
先

ど
の

様
な

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す

か
？

• 
現

在
、

及
び

将
来

的
に

ど
の

様
な

介
護

が
必

要
で

す
か

、
ま

た
ど

の
様

な
介

護
サ

ー
ビ

ス

が
利
用
で
き
ま
す
か
？

• 
ど

ん
な

治
療

が
可

能
で

す
か

？
　

危
険

性
と

利
点
は
何
で
す
か
？

• 
ど

の
よ

う
な

サ
ポ

ー
ト

が
地

域
社

会
か

ら
得

ら
れ
ま
す
か
？

• 
現

在
実

施
さ

れ
て

い
る

新
薬

実
験

は
あ

り
ま

す
か
？

• 
次
回
の
予
約
は
い
つ
で
す
か
？
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
協
会
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
患
者
の
支

援
に
と
り
く
む
全
国
的
非
営
利
保
健
団
体
で
す
。
当
協
会

は
、
患
者
と
介
護
人
に
豊
富
な
情
報
と
多
く
の
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
因
と
治
療

法
の
究
明
、
介
護
方
法
向
上
に
向
け
た
研
究
に
資
金
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

よ
り
詳
し
い
情
報
は
、
最
寄
の
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
協
会

に
お
問
い
合
わ
せ
頂
く
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w.
al

zh
ei

m
er

bc
.o

rg
を
ご
覧
下
さ
い
。
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
進
行

性
変
性
疾
患
で
す
。
症
状
と
し
て

表
れ
る
も
の
に
、
物
忘
れ
、
判
断

力
、
理
性
の
喪
失
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
意

思
疎
通
能
力
、
感
情
、
行
動
に
変

化
が
現
れ
ま
す
。
こ
の
様
な
症
状

に
気
づ
い
た
ら
、
医
師
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
ぜ
検
診
を
受
け
る
の
か
？

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

の
症

状
は

、
う

つ
病

、
甲

状
腺

及
び

心
臓

疾
患

、
感

染
症

、
薬

物
間

相
互

作
用

や
ア

ル
コ

ー
ル

中
毒

と
い

っ
た

他
の

病
状

と
似

て
い

る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

症
状

の
原

因
を

突
き

止
め

る
と

以
下

の
事

に
役

立
ち

ま
す
：

• 
症
状
の
原
因
が
わ
か
る

• 
適
切
な
対
処
、
治
療
、
支
援
が
得
ら
れ
る

• 
将
来
計
画
が
で
き
る

診
断
を
う
け
る

現
在

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
を

診
断

す
る

こ
と

は
で

き
る

絶
対

的
な

検
査

は
あ

り
ま

せ
ん

。
診

断
は

、
可

能
性

が
あ

る
他

の
原

因
を

排
除

す
る

と
い

う
査

定
シ

ス
テ

ム
を

通
し

て
な

さ
れ

ま
す

。
決

定
的

な
検

査
方

法
が

見
つ

か
る

ま
で

、
医

師
は

“
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
と

推
定

さ
れ

る
”

と
い

う
表

現
を

使
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

で
す

が
、

医
師

が
こ

の
よ

う
な

診
断

を
下

し
た

場
合

、
８

０
％

か
ら

９
０

％
は

正
確

な
も

の
で

あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

診
断

に
は

時
間

を
要

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

診
断

は
フ

ァ
ミ

リ
ー

ド
ク

タ
ー

の
オ

フ
ィ

ス
、

記
憶

関
係

を
専

門
に

取
り

扱
う

ク
リ

ニ
ッ

ク
、

又
は

総
合

病
院

で
行

わ
れ

ま
す

。
医

師
は

診
断

を
下

す
た

め
に

、
多

く
の

医
療

専
門

家
、

例
え

ば
心

理
学

者
、

精
神

科

医
、

神
経

学
者

、
老

人
病

専
門

医
、

看
護

士
、

民
生

委
員

、
作

業
療

法
士

等
、

医
療

関
係

者
の

見
解

が
必

要
だ

と
判

断
す

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
専

門
家

は
本

人
の

記
憶

、
推

論
能

力
、

言
語

、
判

断
力

に
お

け
る

異
常

、
ま

た
こ

れ
ら

が
日

常
生

活
で

ど
の

様
に

影
響

し
て
い
る
か
を
検
査
し
ま
す
。

診
断
を
下
す
ま
で
の
過
程
：

病
歴

本
人

、
家

族
ま

た
は

友
人

が
本

人
の

現
在

、
過

去
に

お
け

る
症

状
に

関
し

て
質

問
を

受
け

ま

す
。

過
去

の
病

歴
、

及
び

家
族

の
病

歴
、

精
神

医
学
的
病
歴
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

精
神
状
態
の
検
査

こ
の

検
査

に
お

い
て

は
、

本
人

の
記

憶
・

表
現

能
力

、
簡

単
な

計
算

、
及

び
時

間
的

・
空

間
的

感
覚

を
検

査
し

ま
す

。
言

葉
や

文
字

を
思

い
出

す
、

絵
や

つ
づ

り
を

書
く

、
“

今
は

何
年

で
す

か
”

と
い

っ
た

質
問

に
答

え
る

等
の

検
査

が
含

ま
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

身
体
査
定

原
因

の
的

を
絞

る
た

め
に

、
身

体
査

定
が

行
わ

れ
ま

す
。

医
師

は
、

同
様

の
症

状
を

引
き

起
こ

す
可

能
性

の
あ

る
心

臓
、

肺
、

肝
臓

、
腎

臓
、

甲
状

腺
の

問
題

を
見

ま
す

。
ま

た
、

神
経

組
織

の
疾

患
に

よ
る

か
ど

う
か

を
調

べ
る

た
め

、
筋

肉
の

緊
張

と
強

さ
、

筋
肉

運
動

、
眼

球
の

動

き
、
言
語
、
感
覚
の
検
査
を
し
ま
す
。

臨
床
試
験

多
く

の
検

査
が

行
わ

れ
ま

す
。

症
状

の
原

因
に

な
っ

て
い

る
可

能
性

の
あ

る
貧

血
、

糖
尿

病
、

甲
状

腺
疾

患
、

感
染

症
の

有
無

を
調

べ
る

た

め
、
詳
細
な
血
液
検
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

X
線

や
E
E
G
s
(
脳

波
図

)
 
の

様
な

他
の

検
査

も
原

因
特

定
の

た
め

に
行

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

ス
キ

ャ
ン

を
用

い
る

セ
ン

タ
ー

も
あ

り
ま

す
。

以
下

の
テ

ス
ト

が
推

奨
さ

れ
ま

す
が

、
診

断
に
必
須
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
：

C
T
(
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
断

層
撮

影
)
ス

キ
ャ

ン
及

び

M
R
I（

磁
気

共
鳴

影
像

法
）

に
よ

る
脳

の
映

像

撮
影

SP
E
C
T
(
単

光
子

放
出

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

断
層

撮

影
)
に
よ
る
脳
へ
の
血
液
循
環
検
査

PE
T（

ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
法
）
に
よ
る
脳
の
各
領

域
反
応
検
査
（
読
書
や
会
話
と
い
っ
た
活
動
時
）

精
神
・
心
理
鑑
定

精
神

鑑
定

に
よ

り
、

う
つ

病
の

様
に

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

と
類

似
し

た
症

状
を

示
す

他
の

病
気

を
排

除
で

き
ま

す
。

神
経

心
理

鑑
定

は
記

憶
、

理
性
、
筆
記
な
ど
が
査
定
さ
れ
ま
す
。


